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研究概要：化学の醍醐味のひとつは、分子レベルでの「ものづくり」が可能であることで

ある。原子や分子を自在に組立て、新しい物性の期待される物質の構造を設計し合成する。

その新物質の構造を精密に測定し、果たして予想された性質が現れるか、あらゆる分析・

解析手段で調べ上げる。その結果に理論的解釈を加えて論文発表し、また新しい分子の設

計にフィードバックする。この研究サイクルによって、これまでに無い、真に新しい物性

をもつ物質を創製する。これが私達の行なっている「構造有機化学」である。対象となる

物質は有機化学の根幹となる炭化水素を中心に種々のヘテロ原子を加え、特にπ電子が共

役した新しい構造をもつ分子である。π電子は、σ電子と比較してその電子が自在に動き

回る性質を有し、さらに他分子と相互作用する結果多様な機能をもっており、極めて興味

深い。学術的に「おもしろい分子」を合成し望みの物性を発現させる、という基礎研究が、

有機化学の発展と新しい機能性分子誕生の礎となることを目指している。 

 

最近の論文発表： 
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最近の主な研究テーマ： 

小分子を内包したフラーレンの有機合成 

中空のフラーレン骨格内部に原子やイ

オンが閉じ込められた「内包フラーレン」

は空のフラーレンには無い特徴的な性質

が期待されるものの、これまでの物理的な

合成法には大きな制約があった。私達は、

フラーレンに開口部を設け、そこから小分

子を内部に挿入し、その後開口部を修復す

ることによって、全く新しい内包フラーレ

ンの合成法を開拓している。これらの分子

では、内側からの物性制御が期待され、ま

た外界から隔離された内包分子の性質を

解明する格好のモデルとなっている。 

 

機能性π共役化合物の合成と有機太陽電

池デバイスへの応用 

π軌道の広がりとエネルギー準位の精

密制御にこだわったπ電子系材料の分子

設計というアプローチにより、有機電子デ

バイスに有用な材料の開発を行っている。

DFT計算を駆使して分子設計を行い、一連

の誘導体を合成し、かつデバイス作製と評

価までを一貫して行うことにより、真に優

れた機能性分子の開発を行っている。また、

酸化チタン・有機無機ペロブスカイト結晶

膜・ホール輸送薄膜から成るハイブリッド

型太陽電池の開発に取り組んでいる。 

 

新規π共役骨格の構築と固体物性の制御 

固体状態での分子配列を制御すること

を目指した新しいドナー性の骨格を開発

し、有機 EL デバイス等への利用へと展開

している。また、新しい縮合芳香環を構築

する合成反応の開発、得られた分子の芳香

族性の検証、ならびに分子構造と固体状態

での発光特性との相関を明らかにする研

究を進めている。 
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